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　当
学
園
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
特
徴
の
一

つ
は
、
理
事
長
が
学
園
全
体
の
教
学
面

を
見
る
総
長
を
兼
ね
て
い
る
点
で
す
。

総
長
は
、
教
学
に
関
す
る
全
て
の
会
議

に
出
席
で
き
る
規
程
が
あ
り
、
必
要
が

あ
れ
ば
、
教
授
会
で
発
言
し
て
教
員
の

理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
ど

の
よ
う
な
教
育
を
提
供
す
る
の
か
」「
教

員
は
何
人
必
要
か
」「
ど
の
よ
う
な
学

生
を
何
人
受
け
入
れ
る
の
か
」
な
ど
、

教
学
と
経
営
を
切
り
離
し
て
は
考
え
ら

れ
な
い
事
案
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

変
化
の
激
し
い
時
代
に
お
い
て
迅
速
な

意
思
決
定
が
必
要
な
場
面
で
は
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
や
す
い
体
制
で

す
。
ま
た
、
２
０
２
２
年
に
企
画
室
を

「
総
合
戦
略
部
」
と
し
て
拡
充
設
置
。

今
後
重
要
と
さ
れ
る
事
柄
、
将
来
戦
略

や
理
事
長
・
総
長
の
特
命
事
項
を
取
り

扱
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　一
方
で
、
身
内
の
意
見
だ
け
で
物
事

を
決
め
て
は
い
ま
せ
ん
。
理
事
の
４
分

の
１
は
外
部
理
事
で
す
。
地
域
の
企
業

経
営
者
や
弁
護
士
に
担
っ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
教
育
関
係
者
で
な
く
て

も
、
子
ど
も
を
持
つ
親
で
あ
っ
た
り
、

会
社
で
社
員
を
育
て
た
り
し
て
い
る
の

で
、
教
育
の
大
切
さ
を
よ
く
ご
存
知
で

す
。
外
部
理
事
に
は
私
か
ら
直
接
説
明

し
、
各
学
校
の
状
況
や
理
事
と
し
て
期

待
す
る
役
割
を
ご
理
解
い
た
だ
い
て
か

ら
就
任
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　本
学
は
２
０
２
５
年
度
に
4
学
部
12

学
科
か
ら
3
学
部
11
学
科
へ
と
再
編
し

ま
す
。
こ
の
意
思
決
定
の
際
に
も
、今
、

地
域
社
会
で
ど
の
よ
う
な
人
材
が
必
要

と
さ
れ
る
の
か
を
肌
で
感
じ
て
い
る
企

業
経
営
者
の
外
部
理
事
に
、
改
組
の
検

討
委
員
会
に
入
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
ボ
ー
ダ
レ
ス
な
学
科
連
携
を
と

お
し
て
未
来
創
造
力
を
養
う
」
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
は
、
こ
の
検
討
委
員
会
で

議
論
を
重
ね
、
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。

18
歳
人
口
の
減
少
が
進
み
、
学
校
経

営
を
取
り
巻
く
状
況
は
ま
す
ま
す
厳
し

さ
を
増
し
て
い
ま
す
。企
業
で
あ
れ
ば
、

ヒ
ッ
ト
商
品
に
よ
っ
て
起
死
回
生
を
図

る
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
が
、
学
校

の
場
合
は
改
革
を
積
み
重
ね
、
社
会
か

ら
の
評
価
を
高
め
て
い
く
ほ
か
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
に
は
、
日
頃
か
ら
社
会
変

化
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
、
役
員

と
意
見
を
交
わ
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
こ
で
、
通
常
の
理
事
会
と
は
別
に
、

特
定
の
議
題
を
設
け
な
い
イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ル
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
月
１
度
実
施

し
て
、
時
事
の
話
題
や
懸
案
事
項
等
に

つ
い
て
率
直
な
意
見
交
換
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　教
職
員
の
話
を
聞
く
た
め
、
総
長
個

人
相
談
日
を
毎
月
設
け
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
前
総
長
の
時
代
か
ら
続
い
て
い
る

伝
統
で
、
教
職
員
で
あ
れ
ば
誰
で
も
総

長
に
直
接
意
見
が
で
き
ま
す
。
こ
こ
に

寄
せ
ら
れ
た
相
談
が
改
革
の
ヒ
ン
ト
に

な
っ
た
例
も
あ
り
ま
し
た
。

　私
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
要
諦
は
、「
建

学
の
精
神
や
教
育
方
針
を
い
か
に
守

り
、
そ
れ
を
外
に
向
け
て
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
く
か
」「
そ
の
達
成
に
向
け
て
教

職
員
が
同
じ
方
向
を
向
い
て
、
努
力
で

き
る
か
」
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
式
典
行
事
で
は
、
必
ず
建
学
の

精
神
と
教
育
方
針
の
話
を
し
、
繰
り
返

し
教
職
員
に
周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　私
学
法
改
正
で
は
、私
学
の
独
自
性
・

自
主
性
を
活
か
し
つ
つ
、
ガ
バ
ナ
ン
ス

を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
社
会
か
ら
選
ば
れ
る
学
園
で
あ

り
続
け
る
た
め
に
も
多
様
な
意
見
を
取

り
入
れ
、
迅
速
な
意
思
決
定
が
で
き
る

体
制
に
し
て
い
き
ま
す
。
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懇
談
し

改
革
に
生
か
す

No.313 38

CASE
STUDY

広島工業大学のほか、小学校・中学校・高校・専門学校を設置する鶴学園。創立者の
親族である現理事長・総長に“オーナー型”の法人のガバナンスの工夫を聞く。

広島工業大学

外部理事や現場の意見も組み込み
社会変化に対応した改革と意思決定へ

注目！

法人局、大学経営事務職員の参画

※通常の理事会のほか、月１回のイ
ンフォーマル・ミーティングを実施

▶大学における基本問題、中長期計画
等に関する事項の協議、学部その他の
機関の連絡調整を行う。

▶教育・研究、学生募集、就職支援、地
域・産学連携等の事項について全学的
な検討を行う。

特集  みんなのガバナンス～信頼性、公共性、協働性の高め方
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　鶴学園は、小学校、中学校、2つの高校、専門学校、大学を運営している。
それぞれキャンパスが分かれていることもあり、学校間の密な連携に課題が
あった。少子化による募集環境の厳しさに対応するため、学園全体としての強
みを打ち出し、発信する必要が増したという。そこで、2021年から学園全体の
ブランディングを強化。建学の精神や教育方針に加え、学園および各学校の
パーパスを策定し、ロゴも一新した。同時に、学園が社会に提供する価値を解
説したブランドブックも制作している。ブランドブック制作では、各学校の様々な
教職員にヒアリングを実施。これまでの歴史から学園の魅力を明らかにした。
パーパス・ロゴ作成にあたっては、学園の全校から教職員が参加するワーク
ショップを開催。意見を集約して出来た複数の案から全教職員が投票してパー
パス・ロゴを選んだ。これらは教職員が同じ方向を向く機会にもなったという。
　建学の精神から導き出されたパーパスは「人を想う、どこまでも。」。児童、生
徒、学生の成長にずっと寄り添う学園として、認知を広げていく考えだ。

学園全体のブランディングを強化し、
学内外に学園の方針や思いを発信

キャンパス／広島県広島市　学生数／4,341人　創立／1963年　建学の精神／「教育は愛なり」　
学部／工、情報、環境、生命　大学院／工学系
経営／学校法人鶴学園
他の設置校／なぎさ公園小学校、広島なぎさ中学校・高等学校、広島工業大学高等学校、広島工業大学専門学校
THE 日本大学ランキング2023／201+位
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注目！

広島工業大学・広島工業大学専門学校・
広島工業大学高等学校  ブランドロゴ

なぎさ公園小学校・広島なぎさ中学校・
高等学校  ブランドロゴ

学園のパーパスや建学の精神、
教育方針を紹介するブランドブック。

未来の、その先をつくる。

〈ガバナンス体制図〉

評議員24人、監事・顧問・
参与が陪席

評議員会

法人局、大学経営事務職員の参画

監事

大学企画会議

理事長、理事9人（常務理事、学
長、設置校の学校長、法人局
長、非常勤理事３人）、監事２人
※通常の理事会のほか、月１回のイ
ンフォーマル・ミーティングを実施

理事会

学　長

総　長※

月１回

大学構成員（教職員）

大学協議会
▶大学における基本問題、中長期計画
等に関する事項の協議、学部その他の
機関の連絡調整を行う。

大学運営会議
▶教育・研究、学生募集、就職支援、地
域・産学連携等の事項について全学的
な検討を行う。

教授会

研究科委員会

広島工業大学　
パーパス

人を想う、どこまでも。鶴学園　
パーパス

※理事長と総長は兼任。

総長個人相談日

  

2024年7月現在

広島工業大学・広島工業大学専門学校・

なぎさ公園小学校・広島なぎさ中学校・

理事長※


